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は じ め に

2004年4月、酪農学園大学野生動物医学センター
（WAMC）は文科省私立大学戦略的研究基盤形成支援
事業（酪農学園大学大学院、当時代表：谷山弘行 元教
授、現・酪農学園理事長）の一環として、大学附属動物
病院（現・動物医療センター）構内に設立された。WAMC
は野生種のみならず、動物園水族館（園館）飼育種、ア
ルパカやダチョウなどの特用家畜、エキゾチックペット
などを対象に研究を展開してきた。本報告は2019年に刊
行された業績概要を2018年の報告［1］に則って記述する。
一方、教育・啓発活動については酪農学園大学紀要自然
科学編で掲載されているが［2］、2019年分は2020年4月
刊行予定である。

在来野生哺乳類

著者は学部学生時代に、北海道産トガリネズミ類の腸
管から検出した吸虫類Glaphyrostomum属の新種を記載
したが（註：原記載論文はNakaoら［3］を参照）、今回、
旭川医科大学との共同研究で分子生物学的基盤に基づく
分類学的再検討をすると、この種はPanopistidae科Pseu-
doleucochloridium属に所属することが判明した［3］。然
らば、この属に種小名を付与すれば、通常こと足りるの
だが、Pseudoleucochloridium soricisは既に国外で記載
されていたので、この処置をするとホモニム（異物同名）
となる。そこで、中間宿主のマイマイ類からとってP. ai-
nohelicisとして、改めて新種記載された［3］。寄生虫分
類学的にもユニークな事例を体験した。利尻博物館から
依頼された絶滅危惧種コヤマコウモリについて、その個
体から得られた寄生線虫類の分類学的検討結果を北海道
では初めて報告した［4］。このコウモリは、最近、檜山
管内上ノ国町の風力発電所で複数の死骸が発見され、注
目された種でもあった（2019年7月4日、北海道新聞朝
刊）。
著者の博士論文は日本産野ネズミ類に寄生する線虫類

の生物地理であったことから、北海道大学大学院環境科
学院におけるアカネズミに寄生する線虫類の個体群動態
学的な研究で、昨年から種同定を手伝わせて頂き、論文
1本が公表された［5］。現在、エゾヤチネズミについて
も検討している。一方、著者の学位論文の課題のうち、
離島に生息するアカネズミの線虫相については、WAMC
創成期の研究生による博士論文課題として扱われるまで
待つことになった。さらに、本学環境共生学類との共同
研究として展開させたGIS分析の部分は今年になって公
表された［6］。また、著者の主論文作成時（1993年）に
国外のハタネズミ亜科動物から記録された寄生線虫類の
文献情報をまとめたチェックリストも刊行できた［7］。
インターネットで公開されていないものが大半であり、
今後、上記大学院生・研究生のように野ネズミ類の内部
寄生虫を調べる研究者が誕生した場合、有益な資料とな
るであろう。日本海裂頭条虫は、従来から、ヒグマが自
然宿主であると想像はされてはいたが、実際に確定した
のは、佐々木らの報告［8］が初めてとなった。この日本
海裂頭条虫は斜里町で射殺されたヒグマ個体から検出さ
れたもので（図1）、こちらの分析も、旭川医科大学と

図1．斜里町で有害捕獲されたヒグマから得られた日本
海裂頭条虫
（右下名刺はこの標本をご提供頂いた知床財団・
石名坂 豪 獣医師）
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の共同研究で実施された。また、島牧村で有害捕獲され
たヒグマ胃内容物からシカシラミバエが見つかったが、
これは捕獲用の餌に用いたシカの死体に寄生していたも
のとされる［9］。肉食獣の消化管からは検査時にこういっ
た被食動物の寄生虫が見つかることがあり、本学の寄生
虫病学の授業でも偽寄生現象として紹介している。なお、
この報告の筆頭著者となった益 桃子さんは、本学獣医
学類3年生（報告書作成時）で、本学公認サークル・野
生動物生態研究会（著者が顧問）に所属をしていたこと
から、その解析ではWAMCの使用を許可した。また、
標本は（地独）道総研 環境科学センターと本学との
MOU協定の元、譲渡されたことも特筆された。前述の
日本海裂頭条虫の例とあわせ、教育的にも非常に重要な
知見となった。

外来および伴侶哺乳類

2019年10月、長野県千曲川流域の台風19号による被災
状況が広く報道された。心を痛める光景で、一刻も早い
被災地域の復興を祈念したい。ところで、WAMCはそ
の長野県のNPO法人生物多様性研究所と共同で、この
地域に生息する外来種アライグマとアメリカミンクの保
有する寄生蠕虫について調査をしていた。十数年にわた
るものであったが、今年になってその結果概要をまとめ
た［10］。捕獲地域は、冒頭の千曲川流域含む、図2に示

した地域で広範なものとなった。寄生虫検査を代々担当
したWAMCのゼミ生（多くが既に卒業）との共著刊行
となったが、過去の検査結果には記録がしっかり保存さ
れていないこともあり、WAMCの運営上、反省材料に
なった。
北海道内のアライグマに関しては、帯広畜産大学と共

同で行ったマダニ媒介性脳炎ウイルスの疫学調査が刊行
された［11］。また、WAMCではこれまで未調査であった
ノイヌを含めた厚岸湖・別寒辺牛湿原内および周辺域に
生息する肉食獣の寄生虫保有状況も公表した［12］。幸い、
このノイヌからのエキノコックス成虫は検出されず、ア
カギツネの検査でもその寄生率は道内平均値以下であっ
た。以上のように、道内では外来性を含む野生動物が普
通に生息するが、これはWAMCが所在する酪農学園大
学構内も例外ではない。そこで、まず、本学の学生と教
職員、さらには本学周辺の住民への注意喚起をする目的
で、本学構内でWAMCが対応した野生哺乳類の問題対
応事例をまとめた［13］。しかし、野生動物問題は哺乳類
に限らず、たとえば、札幌市内でマムシによる飼育犬の
顔面への 傷症例（図3）を市内で開業される北海道獣
医師会々員の方と共著で刊行した［14］。WAMCは、今後、
このような衛生動物の対応や情報収集も必須となろう。

図3．札幌市内でマムシによる飼育犬顔面への 傷症例
（右；前面、左； 傷部拡大、寺澤・浅川［14］を改変）

動物園展示およびエキゾチックペット哺乳類

WAMCは、日本野生動物医学会から蠕虫症センター
の指定を2016年に受けている関係上［1、2］、日本全国の園
館から当該施設で飼育されている動物の寄生虫病診断・
疫学に関しての依頼が多い。今年は鳥羽水族館に勤務す
る獣医師がアメリカビーバー体表で見出されたズツキダ
ニ類（図4）について報告した［15］。日常の外貌検査時
に偶然発見したことであったが、国内で初めての報告（宿
主、当該ダニ類の属）となった。検査依頼してきた笠松
雅彦獣医師は本学卒業後、大学院に進学し、修了後もポ

図2．長野県の外来種アライグマとアメリカミンクの捕
獲地域（中澤ら［10］を改変）
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スドクとしてWAMCで研究の一端を担ってもらった。
なお、笠松獣医師も、在学時には前述の益さん同様、野
生動物生態研究会に所属していた。野生動物生態研究会
つながりとなるが、かつてこの研究会で著者のゼミ生で
もあった横山（旧姓）裕子さんが卒論研究で予報した、
愛玩用サル類からの腸結節虫類を分類学的再検討したと
ころ、近年、ヒトと動物の共通寄生虫病の病原体として
も注目されるTernidens属であったことが、大分大学と
の共同研究で判明した［16］。以上のように、著者は1994
年以来、多くの人材を輩出した本サークルの顧問をさせ
て頂いてきた。しかし、世代交代するため今年度（2020
年3月）限りで辞することになった。次期顧問は本学獣
医学類の松田一哉准教授が就任予定である。

野生および飼育鳥類

野生鳥類についてはWAMCを拠点に学位取得後、釧
路市動物園に勤務しつつ研究生を続ける吉野智生博士の
タンチョウの報告［17］に加え、他の卒業生を含むゼミ生
が筆頭著者となる寄生虫報告［18‐20］がなされた。寄生虫
（病）学以外では、頸部切断状態で市中路上にて発見さ
れたカワラバト死体の警察鑑定依頼事例［21］と動物園で
の鳥インフルエンザ対応への意見投書［22］も刊行された。
後者は最終学年となるWAMC院生の博士主論文の結論

部分となる。ウイルスは著者の専門外であるため、この
一連の研究では（国研）国立環境研究所の大沼 学 主
任研究員／本学大学院特任教授が展開するプロジェクト
に参画させて頂いた。国内外の動物園飼育鳥類における
典型的な寄生虫病症例［23、24］のほか、偽寄生現象の事例
も紹介した［25］。また、札幌市内のいわゆる動物カフェ
で用いられた餌のウズラ肉で見出されたハエ類虫卵（図
5）検出事例もあった［26］。

魚類および爬虫類

WAMC卒業生が滋賀県立琵琶湖博物館で勤務する縁
から、琵琶湖の漁業対象魚について寄生虫保有状況を調
査した［27］。また、爬虫類では野生種と飼育種で経験さ
れた寄生虫症およびその他についての記録が刊行され
た［28、29］。WAMCではエキゾチックペットの診療獣医師
を志向するゼミ生が徐々に増え、卒業生もそのような専
門病院に勤務するものも多いので、今後の刊行の増加を
目指したい。

お わ り に

2019年1～12月までに刊行された報告計30本（英文7
本含）の内容について紹介した。さらに、本稿投稿後に
大学院生の論文［30］が刊行された。著者は2020年4月か
らはWAMC運営に加え、獣医学類の寄生虫病学ユニッ
トの采配もしなければならないことから、多忙を極める
ことになろう。しかし、大学が研究を基盤にした教育機
関であることを鑑みた場合、多忙さが研究業績刊行のマ
イナス要因になっては本末転倒である。適切な対応を模
索したい。

図5．札幌市内動物カフェで飼育される猛禽類の餌用ウ
ズラに見出されたハエ類虫卵塊（谷口ら［26］より
改変）

図4．国内で飼育されるアメリカビーバーで初めて見つ
かったズツキダニ類Schizocarpus sp.
（大橋ら［15］より改変；これは雌成虫の腹側でBar
＝100µｍ）
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